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多度津町議会新体制がスタート！ よろしくお願いします

議
長
あ
い
さ
つ

多
度
津
町
議
会
　
　
　
　
　

議
長
　
村
井
　
勉

○正副議長

○総務教育常任委員会

○建設産業民生常任委員会

○新庁舎建設特別委員会

○議会運営委員会 ○監査委員（議員選出）

正 村井　　勉

古川　幸義

隅岡　美子

松岡　　忠

志村　忠昭

村井　　勉

小川　　保

中野　一郎

古川　幸義 渡辺 美喜子

○中讃広域行政事務組合議員

村井　　勉

古川　幸義

松岡　　忠

○後期高齢者医療広域連合議員

古川　幸義

○広域水道企業団議員

隅岡　美子

隅岡　美子

渡辺 美喜子

村井　保夫

金井　浩三

松岡　　忠

門　　秀俊

渡辺 美喜子

古川　幸義

村井　　勉

小川　　保

村井　保夫

松岡　　忠

兼若　幸一

渡辺 美喜子

尾崎　忠義

古川　幸義

村井　保夫

金井　浩三

兼若　幸一

天野　里美

副

委 員 長

副委員長

委 　 員

委 　 員

委 　 員

委 　 員

委 員 長

副委員長

委 　 員

委 　 員

委 　 員

委 　 員

委 員 長

副委員長

委 　 員

委 　 員

委 　 員

委 　 員

委 　 員

委 員 長

副委員長

委 　 員

委 　 員

委 　 員

委 　 員

委 　 員

委 　 員
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２
月
20
日
の
臨
時
議
会
で
議
員
各

位
の
ご
推
挙
を
い
た
だ
き
、多
度
津
町

議
会
議
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。身
に
余
る
光
栄
と
感
謝
の
気
持

ち
を
胸
に
、責
任
の
重
大
さ
を
こ
れ
ま

で
以
上
に
痛
感
し
、身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
す
。

　

多
度
津
町
は
、高
齢
化
の
進
展
を
踏

ま
え
た
福
祉
の
更
な
る
充
実
や
、子
育

て
支
援
な
ど
の
少
子
化
対
策
に
係
る

課
題
の
ほ
か
、新
庁
舎
建
設
や
駅
周
辺

開
発
な
ど
、重
要
な
課
題
が
山
積
し
て

お
り
、議
会
の
果
た
す
役
割
が
よ
り
一

層
大
き
な
も
の
と
な
って
い
ま
す
。

　

議
員
自
ら
が
研
鑽
を
磨
く
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、町
民
、行
政
、議
会

が
連
携
し
、三
者
が
共
に
協
働
し
な
が

ら
議
会
改
革
を
積
極
的
に
進
め
、行
政

監
視
機
能
の
充
実
を
は
か
っ
て
、議
会

運
営
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

議
員
各
位
並
び
に
町
民
の
皆
様
方

の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、就

任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

最小の予算で効率的に新庁舎建設を行い、将来の町民にも
誇れる庁舎とするため、また、駅周辺の活性化に資するため
の調査・研究を行うため、７名の委員をもって構成する新庁
舎建設特別委員会を設置しました。

第1回臨時会 常任委員会委員など各種委員決定



議員略歴の見方
　①氏名
　②現住所
　③当選回数

※議長、副議長、期数順

議　員　紹　介
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①尾崎 忠義 議員
②奥白方 ③５回

おざき ただよし

①志村 忠昭 議員
②道福寺 ③５回

しむら ただあき

①古川 幸義 副議長
②堀江 ③４回

ふるかわ ゆきよし

①村井 勉 議長
②東浜 ③４回

むらい つとむ

①村井 保夫 議員
②東白方 ③３回

むらい やすお

①小川 保 議員
②本通 ③３回

おがわ たもつ

①隅岡 美子 議員
②山階 ③４回

すみおか よしこ

①渡辺 美喜子 議員
②奥白方 ③５回

わたなべ みきこ

①兼若 幸一 議員
②道福寺 ③１回

かねわか こういち

①中野 一郎 議員
②南鴨 ③１回

なかの いちろう

①松岡 忠 議員
②山階 ③２回

まつおか ただし

①金井 浩三 議員
②三井 ③３回

かない こうぞう

①門 秀俊 議員
②日の出町 ③１回

かど ひでとし

①天野 里美 議員
②京町 ③１回

あまの さとみ
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平成31年度一般会計予算など
18議案を原案のとおり可決 可決

（△は減額）

△2億690万円

2億6,630万円

10万円

△3,360万円

△300万円

620万円

89億5,500万円

29億4,100万円

3,470万円

9億8,840万円

24億8,580万円

3億4,900万円

95億3,400万円
26億5,460万円

3,240万円
10億7,670万円
23億6,430万円
3億4,400万円

平成３０年度3月補正予算

平成31年度予算

人権擁護委員の推薦に同意教育委員会教育長の任命に同意

3月定例会を開催 会期　3月5日～3月18日

　平成31年3月定例会では、条例の一部改正4議案、30年度補正予算6議案、31年度予算
6議案、町有財産の処分の変更1議案、教育委員会教育長の任命1議案、人権擁護委員の推
薦2諮問、の提出がありました。すべてが原案のとおり可決・同意されました。

任期：令和元年７月１日～令和4年６月30日任期：平成31年４月１日～令和4年３月3１日
池内 靖子 氏 　野田 直子 氏田尾 勝 氏

た お まさる いけ うち やす こ の だ なお こ

一 　 　 般 　 　 会 　 　 計

一　般　会　計

特別会計　国 民 健 康 保 険

特別会計　国民健康保険　直営診療所

特別会計　公 共 下 水 道

特別会計　介 護 保 険 事 業

特別会計　後期高齢者医療

会 計 名 総 額

特　別　会　計
国 民 健 康 保 険

特　別　会　計
公 共 下 水 道

特　別　会　計
介 護 保 険 事 業

特　別　会　計
後期高齢者医療

特　別　会　計
国 民 健 康 保 険
直 営 診 療 所

会 計 名 補 正 額 総 額
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平成31年　第1回3月定例会　審議結果

採決結果　　○ ：賛成　×：反対　欠：欠席　退：採決退席
　　　　　　可：可決　否：否決　同：同意　承：承認　認：認定　採：採択　不：不採択　許：許可
議長は可否同数の場合のみ表決権があります。（議長　議席番号 1番　村井　勉）

議案名等

採
決
結
果

議席番号

議案
第１号

議案
第2号

議案
第3号

議案
第4号

議案
第5号

議案
第6号

議案
第7号

議案
第8号

議案
第9号

議案
第１0号

議案
第１1号

議案
第１2号

議案
第１3号

議案
第１4号

議案
第１5号

議案
第１6号

議案
第１7号

議案
第１8号

諮問
第１号

諮問
第2号

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

同

同

同

許

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○閉会中の継続調査について

議員名

職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一
部改正について
一般職の職員の給与に関する条例の一部
改正について

多度津町税条例の一部改正について

多度津町火災予防条例の一部改正について

平成３０年度多度津町一般会計補正予算
（第５号）
平成３０年度多度津町特別会計国民健康保
険補正予算（第３号）
平成３０年度多度津町特別会計国民健康保
険直営診療所補正予算（第３号）
平成３０年度多度津町特別会計公共下水道
補正予算（第２号）
平成３０年度多度津町特別会計介護保険事
業補正予算（第３号）
平成３０年度多度津町特別会計後期高齢者
医療補正予算（第１号）

平成３１年度多度津町一般会計予算

平成３１年度多度津町特別会計国民健康保
険予算
平成３１年度多度津町特別会計国民健康保
険直営診療所予算
平成３１年度多度津町特別会計公共下水道
予算
平成３１年度多度津町特別会計介護保険事
業予算
平成３１年度多度津町特別会計後期高齢者
医療予算

町有財産の処分の変更について

多度津町教育委員会教育長の任命につい
て
人権擁護委員の推薦につき意見を求めるこ
とについて
人権擁護委員の推薦につき意見を求めるこ
とについて

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

×

志
村
　
忠
昭

尾
崎
　
忠
義

渡
辺
美
喜
子

隅
岡
　
美
子

古
川
　
幸
義

小
川
　
　
保

村
井
　
保
夫

金
井
　
浩
三

松
岡
　
　
忠

中
野
　
一
郎

兼
若
　
幸
一

天
野
　
里
美

門
　
　
秀
俊

村
井
　
　
勉



一 般 質 問

■
選
挙
投
票
率
の
向
上
対
策
を

問
う

幼
児
教
育
の
無
償
化
に
つ
い
て

■
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渡
辺
美
喜
子
議
員

Q 年齢別の投票数と投票率は。
　10代は投票者数139人で率は32.4％、20代は451人で率

は23.71％、30代は799人で率は35.43％、40代は1,391人で率は
45.07％、50代は1,392人で率は56.22％、60代は2,204人で率は
66.77％、70代は2,305人で率は73.95％、80代以上は1,150人で率は
48.16％です。

総務課長

Q 今後の対策、課題は。
　期日前投票者は、利便性から年々増加傾向であり、入場券に

宣誓書を印刷することにより受付時間の短縮効果がありました。今後は他
の自治体の取り組みも参考にして引き続き検討します。バリアフリー化は
可能な投票所から順次改善します。投票所の変更は、長期的に検討してい
きたいと考えています。

総務課長

Q 無償化となると待機児童が増えるのでは。その時の対策について。
　確かに待機児童が発生することが想定されますが、保育所と連携

し、保育士の処遇改善の検討を含め、引き続き保育士の確保に取組んでい
きます。

町長

Q 幼稚園教諭や保育士の確保、労働環境の整備について。
　職員の退職状況及び年齢構成を勘案しながら計画的に採用し

特別支援員や幼稚園看護師、預かり指導員を配置します。
教育長

　保育士不足の現状の中、所長会や保育士の交流の機会
を捉え保育士確保や労働環境整備の施策を考えていきます。
健康福祉課長
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■
機
構
改
革一年
を
経
過
し

そ
の
後
は

移
動
交
通
機
関
の
拡
充
に

つ
い
て

■

古
川 

幸
義
議
員

■
多
度
津
町
の
財
政
状
況
と

新
庁
舎
の
進
捗
状
況
な
ら
び
に

其
の
方
向

元
町
遊
水
池
箇
所
の

内
水
排
除
用
の
ポ
ン
プ
更
新

計
画
を
含
む
防
災
計
画

■

小
川 
保
議
員

Q 機構改革一年を過ぎ成果はどうなったか。
　成果や効果は、まだ見えていないが各課の事務移管や統廃合によ

り、各事業の充実は図られていると思われます。

Q 現状を分析して結果、改良点はあるのか。
　次年度において各課のヒアリング及び各課間協議を実

施し、分析及び改良点の洗い出しを行います。
政策観光課長

Q 今後の取組は。
　分析及び改良点の洗い出しを行った結果をもとに、町民

の皆様にわかりやすい組織体制となるよう、機構の修正を随時行っていき
ます。

政策観光課長

Q 福祉タクシーの利用者に対し要望は。
　福祉タクシーチケット配布の方には、今後利用の際に

は目的地や、時間帯が同じであれば、乗り合わせていただいて有効に利用
していただくよう、今後ご案内させていただきます。

高齢者保険課長

町長

　本町の道路事情を勘案しながら、交通弱者である高齢者が
増えている現状を分析すれば、今後最適な制度は福祉タクシー事業の充
実であろうかとの結論です。検討機関については、法令に基づく検討会を
設ける事は考えていません。

Q 　公共交通機関のあり方と今後の対策について、検討機関はどのよ
うにしているのか。
総務課長

政策観光課長

町長　私が町議会議員の頃ですが、将来負担比率は平成19年度に
318.5％、町長就任以降の25年度には108.5％まで改善致しました。今
後、社会保障経費の増加と合わせ、庁舎・福祉センターの交流施設を整備
する事などを踏まえ、引き続き計画的な財政運営を行います。

Q 　１月23日の四国新聞に多度津町の課題として町債等の借金と人
口減少対策が掲載された。現在も将来負担比率は県内ワースト１位
との事。この情勢をどのように考えているか。

　（庁舎・交流センター棟）32億２千万円、（確認申請、開発
行為設計、オフィス設計、備品、第2駐車場用地取得等の関連費用）３億５千
万円、（庁舎進入用道路整備拡幅、駅東ロータリー用町道新設整備）４億５
千４百万円、（東西駐輪場を含む駅前広場の施設整備）１億６千９百万円、
（跨線橋エレベーター設置等）２億２千７百万円、（総額）44億２千万円、（その
他新庁舎前面の寿町・幸町側の道路拡幅等）今後の計画としております。

Q 　町長・町当局皆様の努力により、改善はしてきたものの引き続き予
断を許さない状況にあるとの認識の下、現在計画進行中の新庁舎 ・
新交流センターの予算概要の見込み額を問う。

建設課長　早急な嵩上げ護岸、遊水池浚渫、内水排除のポンプ能力の増
強、桜川最下流の排水機場ポンプ能力増強など、ハード面とリアルタイム
での情報提供などソフト面の改善要望がありました。県工事の川浚渫、護
岸嵩上げ並びに町工事の各遊水池浚渫と排水能力増強、内水排除ポンプ
の増強・更新は完了しましたが、未だ桜川排水機場のポンプについては県
の総合的な治水対策の検討において協議中のため未実施です。

Q 　平成29年9月17日の洪水被害以降、被害地区の住民と町行政と
の話し合いを何度もしたが、その打合せ状況と実施内容の報告を。
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一 般 質 問

■
新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

松 

岡
　
忠

員
議

■
内
部
統
制
の
導
入
に
つ
い
て

農
林
商
工
関
係
の
予
算
に
つ
い
て

■
外
国
人
対
策
に
つ
い
て

■

新庁舎建設の基本設計の進捗状況は。Q
　基本設計を平成31年2月21日に、3,132万円で、契約締結をして

おり、また実施設計については、来年度において委託期間を2019年11月
とし、6,380万円で契約を行う予定としています。尚、設計を進めていく中
で、新庁舎建設特別委員会で報告を行い、協議をさせていただきたいと考
えています。

町長

　実施設計期間を平成31年11月末で計画しているのであれば、
工事着手については、いつ頃を想定しているか。

Q

　実施設計完了後、12月より発注準備を行い、業者選定
に2ヶ月程度の期間を要すると考えていますので、工事着手については、
2020年2月末頃を想定しています。

政策観光課長

　プロポーザルの審査結果報告書の中でプレゼンが二次審査評価
点が低い結果となっているが、プレゼンがあった提案内容で設計を
進めていくのか。

Q

　基本設計では二次審査で評価を得た提案などのコンセ
プトを残し、新たな提案を求めて設計計画を進めています。
政策観光課長

　2件の申請があり、多度津高校からの「カキのアヒージョ」のレ
シピ作りと、町内産の「おいでまい」のくず米の米粉を活用した「人形焼」で
す。31年度も多度津高校、町内酒造会社等から、町内産シャインマスカッ
ト、ミニトマトを活用した商品を開発したい意見を伺っています。

Q 　多度津町産農水産物を活用した商品開発事業補助金交付要綱の
進捗状況は。
産業課長

Q
　外国人労働者の受入れ拡大に伴い、コミュニケーション支

援や交流の場の提供の必要性が高まることが予想されるため、「たどつ日
本語交流の会」のようなボランティア団体の活動が増えるように国際交流
の支援活動について広報で周知したいと思います。

外国人とのコミュニケーション支援の課題と対策は。
町長公室長

Q 内部統制の導入の必要性及び今後の進め方は。
　内部統制の導入については、法的に義務化されていませんが、よ

り実効性や有効性を高めるため、新たな対策について検討したいと考えて
います。現在の体制の整備や運用の充実を図りつつ、本制度の導入が法
的に義務化された都道府県及び政令指定都市の導入事例の情報収集を
行い、新たな対策についても検討したいと考えています。

町長

Q
　官と官あるいは官と民で連携して日本語を学ぶ機会の提供に

努めていますが、引き続きこれらの事業を活用しつつ、関係先とも協議をし
ながら、新たな支援策についても検討したいと思います。

外国人(特に子供)の日本語を学ぶ機会の提供を。
教育長

中 

野 

　一 

郎 

員
議
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一 般 質 問

　

■■
多
度
津
中
学
校
へ
の
進
学
促
進

と
、英
語
圏
へ
の
国
際
交
流
予
定

に
つ
い
て

豊
原
校
区
四
つ
葉
ク
ラ
ブ
施
設

運
営
に
つ
い
て

■
地
区
防
災
計
画
は

　地域防災計画や避難所運営マニュアルの作成など自主防災
活動を活性化、又、先進的な取組に対して補助金を交付するものです。

Q 　平成31年度から新たに創設された自主防災活動活性化促進事業
補助金とは。
総務課長

Q
　地域的に防災活動に大きな差異があるものの町内全体の防

災意識の高揚のため、今後も自主防災組織の訓練等、活動支援を行うとと
もに講演や訓練を各小学校区単位で年間2校区ずつ地域の実情に合わせ
た避難訓練を実施。現在、自主防災組織は17組織ですので、結成促進を
最優先課題とします。

今後の地区防災計画の普及啓発活動は。
総務課長

Q
　50社近く防災連絡協議会を結んでいます。又、水道業者5社とも

連携しています。

応援協定は。
町長

Q 地区防災計画に関してどのような取組をするのか。
　昭和61年に多度津町防災会議を開催し、地域防災計画を策定。

平成１０年に震災対策編を加えるなど修正。平成18年には20人から成る
防災会議を開催、平成26年には一般対策編・地震対策編・津波対策編・資
料編の４編構成とし全面修正しました。

町長

健康福祉課長
Q

　職員駐車場は小学校プール南側の学校用地とし、送迎保
護者用として敷地内に４～５台のスペースを確保しましたが、充分とはいえ
ないので社協と協議しながら事故が起こらないよう対策を行っていきます。

職員駐車場及び送迎保護者駐車場の確保は。

　有資格者2名、補助員2名の雇用で有資格者は有期契約職員とし
補助員は時給制となっています。募集はハローワークを通して行っており、
有資格者2名、補助員1名は確保できています。

Q 　豊原校区四つ葉クラブの職員雇用人数と雇用形態、募集方法、
応募状況は。
町長

Q
　小学校と協議を行い、必要面積は確保しています。

農園が狭くなるが。
教育課長

Q 多度津中学校への進学促進対策は。
　特に力を入れて取り組んでいることの１番目は、教育の質を高

めることです。PDCAサイクルを機能化させ、その見える化を通して、教育
経営、教育活動改善を図っています。2番目は、地域の人々から信頼される
学校づくりに努めています。中学生の姿で地域に発信、中学校への希望を
持たせる小･中の連携、コミユニティ･スクール化の促進で地域から信頼さ
れる学校づくりに努めています。

教育長

Q
　早急な実施は安全面確保から一抹の不安があり、慎重に進め

ていく必要がありますが今後、町国際交流協会等の関係団体と協議を行
い、交流が出来るよう情報収集や協議を行っていきます。

英語圏への国際交流予定は。
教育長

兼 

若
　 
幸 
一
員
議

 
 

隅 

岡
　
美 

子 

員
議



　
　
民
間
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
撤
去
は
１

件
あ
た
り
上
限
１６
万
円
の
１０
件
分
を
予

定
し
て
計
上
し
て
い
る
。

　
　
新
庁
舎
へ
の
進
入
路
は
後
か
ら
に

な
る
と
聞
い
た
が
、ど
う
な
る
の
か
教
え

て
も
ら
い
た
い
。ま
た
、自
動
車
学
校
北

側
の
交
差
点
に
信
号
機
が
必
要
に
な
る

と
思
う
が
県
と
協
議
を
し
て
い
る
の
か
。

　
　
進
入
路
の
う
ち
南
側
部
分
に
関
し

て
は
、用
地
買
収
や
補
償
の
交
渉
を
実

施
中
で
あ
り
、来
年
度
予
算
で
工
事
費

を
計
上
し
て
い
る
。自
動
車
学
校
北
の

交
差
点
の
信
号
機
に
つ
い
て
は
協
議
を

し
た
が
、警
察
は
設
置
し
な
い
方
針
で
あ

る
。

　
　
ゲ
ー
ム
依
存
の
対
策
は
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。

　
　
ゲ
ー
ム
依
存
対
策
に
関
し
て
県
の

　
　
国
保
税
は
年
々
減
少
し
て
い
る
の

に
医
療
費
は
増
加
し
て
い
る
が
、こ
れ
は

後
期
高
齢
者
の
移
行
や
定
年
延
長
で
国

保
加
入
が
遅
く
な
っ
て
い
る
影
響
な
の

か
。医
療
費
を
抑
制
す
る
予
防
策
は
あ

る
の
か
。

　
　

国
保
の
被
保
険
者
数
は
昨
年
の

５
，１
０
０
人
か
ら
４
，９
０
０
人
台
に

な
っ
て
来
て
い
る
。こ
れ
は
後
期
高
齢
者

へ
の
移
行
や
死
亡・転
出
が
原
因
で
、医

療
費
が
伸
び
て
い
る
の
は
社
保
離
脱
や

高
度
医
療
の
影
響
が
あ
り
、被
保
険
者

数
は
減
少
し
て
い
る
の
に
医
療
費
は
増

加
し
て
い
る
。休
日
が
増
え
る
と
外
来

件
数
は
減
少
す
る
が
、入
院
に
つ
い
て
は

上
が
る
傾
向
に
あ
る
。医
療
費
抑
制
の

た
め
特
定
健
康
診
査
の
普
及
啓
発
に
努

め
て
い
る
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
４
月
に
全
校
生
徒
に
配

布
す
る
予
定
で
あ
り
、教
科
の
中
で
も
教

え
て
い
き
た
い
。ま
た
、保
護
者
主
体
の

研
修
も
充
実
し
た
い
。

　
　
駅
周
辺
整
備
で
の
駐
輪
場
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
、新
し
く
す
る
と
今
後

は
有
料
に
す
る
の
か
。

　
　
駐
輪
場
は
駅
周
辺
整
備
と
し
て
駅

の
東
西
に
屋
根
付
の
も
の
を
平
成
34
年

度
に
建
て
替
え
る
予
定
で
、有
料
に
は
し

た
く
な
い
。

　
　
通
学
路
カ
ラ
ー
舗
装
２
２
０
万
円

は
、ど
こ
を
予
定
し
て
い
る
の
か
。カ

ラ
ー
舗
装
が
剥
が
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
る
の
で
、早
急
に
対
応
し
て
も
ら
い

た
い
。

　
　
通
学
路
カ
ラ
ー
舗
装
は
、学
校・教

育
課
と
協
議
し
な
が
ら
決
め
て
い
く
が
、

古
い
カ
ラ
ー
舗
装
が
剥
が
れ
て
い
る
と

こ
ろ
は
、現
地
を
確
認
し
な
が
ら
対
応
し

た
い
。

　
　

都
市
再
生
整
備
事
業
費
4
億

６
，６
５
０
万
円
の
内
訳
の
詳
細
を

教
え
て
も
ら
い
た
い
。土
地
購
入
費

２
，０
０
０
万
円
は
ど
こ
に
な
る
の
か
。
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今
号
か
ら
委
員
会
報
告
を
掲
載
し
ま

す
。　

・・各
委
員・傍
聴
議
員
か
ら
の

質
疑
、意
見
、要
望
。　  

・・執
行
部
か
ら

の
答
弁
。

　
　

防
災
士
育
成
支
援
事
業
補
助
金

は
、自
主
防
災
組
織
に
所
属
し
て
い
な

か
っ
た
り
、自
主
防
災
組
織
が
な
く
て
も

受
け
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
し
て
も

ら
い
た
い
。

　
　
防
災
士
育
成
支
援
事
業
は
、当
初

は
自
主
防
災
組
織
を
作
っ
て
い
る
本
町

に
と
っ
て
有
用
な
と
こ
ろ
の
み
と
し
て
い

た
が
、防
災
士
の
育
成
は
必
要
な
の
で
今

後
は
自
主
防
災
組
織
を
結
成
す
る
前
の

段
階
で
も
補
助
で
き
る
よ
う
に
検
討
し

た
い
。

　
　
都
市
再
生
整
備
事
業
費
の
業
務
委

託
料
の
う
ち
、駅
周
辺
開
発
整
備
検
討

会
を
ま
と
め
る
業
務
で
１
５
０
万
円
、合

田
邸
の
保
存
活
用
調
査
業
務
委
託
料
で

１
，０
０
０
万
円
、建
設
工
事
関
連
委
託

料
と
し
て
ホ
ー
ル
棟
の
実
施
設
計
委
託

料
で
１
，４
０
０
万
円
、開
発
設
計
業
務

委
託
料
に
２
２
０
万
円
、工
事
監
理
業

務
委
託
料
に
１
０
０
万
円
、跨
線
橋
の
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
工
事
監
理
業
務
委
託
料
に

２
０
０
万
円
、町
道
２
５
５
号
線
の
設
計

測
量
等
の
業
務
委
託
料
で
１
，６
０
０
万

円
、町
道
２
５
５
号
線
の
物
件
補
償
の

委
託
料
で
１
，２
０
０
万
円
、町
道
２
６
９

号
線
の
設
計
測
量
等
の
業
務
委
託
料
で

４
０
０
万
円
、新
庁
舎
の
Ｃ
Ｍ
業
務
委
託

で
実
施
設
計
を
含
ん
で
２
０
０
万
円
、そ

の
他
に
工
事
費
と
な
っ
て
い
る
。土
地
購

入
費
は
町
道
２
５
５
号
線
の
道
路
改
良

で
自
動
車
学
校
の
北
側
道
路
の
用
地
購

入
費
で
５
，３
８
０
万
円
も
そ
の
道
路
の

物
件
補
償
に
な
る
。

　
　
民
間
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
撤
去
支
援

事
業
１
６
０
万
円
は
何
箇
所
と
い
う
根

拠
が
あ
る
の
か
。
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委 

員 

会 

報 

告

通
学
路
カ
ラ
ー
舗
装

防
災
士
育
成
支
援
事
業
補
助
金

都
市
再
生
整
備
事
業
費

総
務
教
育
常
任
委
員
会

３
月
12
日
開
催

一 般 質 問

委 員 会 報 告

■
10
月
か
ら
の
消
費
税
増
税
に

伴
う
国
の
施
策
と

町
へ
の
影
響
は

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
対
策
は

■
今
年
４
月
か
ら
始
ま
る

中
学
校
の「
道
徳
教
科
化
」は

〔
そ
の
他
の
質
問
〕

■

尾 

崎
　
忠 

義
員
議

　①幼児教育、保育の無償化は。②低所得者、高齢者の介護保険料負担
軽減強化は。③低年金者に支給する年金生活者支援給付金は。④増税に
伴う経済平準化対策は。⑤公共料金の対応は。⑥増税に伴う町職員の負
担は。⑦庁舎、福祉センター建設についての負担及び公債費は。

　①保育料が無償化となることで、保育士の確保対策を講じます。

　⑤公共料金や他経費の増税分は、すべて当初予算に算入しています。

　②軽減した保険料は、31年度は約410万円、32年度は730
万円町が負担する試算です。③支給上乗額は月最大で5千円です。

　④⑥プレミアム付商品券の発行で率は25%。対象者は31年度住
民税が非課税者。3歳未満児がいる世帯主。交換利用開始は10月上旬、利用終
了は2月末であり、事務処理、広報活動に遺漏がない体制とします。

産業課長

総務課長
　⑦増税に対応した建設試算であり、公債費には影響ありません。政策観光課長

Q

教育課長

建設課長

　①町内４小学校区での危険ブロック塀数、危険度は。②県では「撤去支援
事業」があるが、町では。③通学路の予算限度引上げ、補助率引上げは。④指
定避難路の所有者に耐震診断が義務化され、該当者に対する周知・費用は。

　①多小校区21箇所（うち危険5箇所）、豊原17箇所（2箇所）、四箇
18箇所（3箇所）、白方12箇所（3箇所）です。

　②③④31年度より実施予定で要綱等の作成準備を進めています。
「交付金」の活用で、撤去費用の4/5、1件当りの補助上限額は16万円。4月の広
報で周知する予定です。耐震診断を義務づける避難路の指定はしていません。今
後、県、近隣市町との連携で検討します。

Q

町長
高齢者保険課長



　
　
民
間
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
撤
去
は
１

件
あ
た
り
上
限
１６
万
円
の
１０
件
分
を
予

定
し
て
計
上
し
て
い
る
。

　
　
新
庁
舎
へ
の
進
入
路
は
後
か
ら
に

な
る
と
聞
い
た
が
、ど
う
な
る
の
か
教
え

て
も
ら
い
た
い
。ま
た
、自
動
車
学
校
北

側
の
交
差
点
に
信
号
機
が
必
要
に
な
る

と
思
う
が
県
と
協
議
を
し
て
い
る
の
か
。

　
　
進
入
路
の
う
ち
南
側
部
分
に
関
し

て
は
、用
地
買
収
や
補
償
の
交
渉
を
実

施
中
で
あ
り
、来
年
度
予
算
で
工
事
費

を
計
上
し
て
い
る
。自
動
車
学
校
北
の

交
差
点
の
信
号
機
に
つ
い
て
は
協
議
を

し
た
が
、警
察
は
設
置
し
な
い
方
針
で
あ

る
。

　
　
ゲ
ー
ム
依
存
の
対
策
は
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。

　
　
ゲ
ー
ム
依
存
対
策
に
関
し
て
県
の

　
　
国
保
税
は
年
々
減
少
し
て
い
る
の

に
医
療
費
は
増
加
し
て
い
る
が
、こ
れ
は

後
期
高
齢
者
の
移
行
や
定
年
延
長
で
国

保
加
入
が
遅
く
な
っ
て
い
る
影
響
な
の

か
。医
療
費
を
抑
制
す
る
予
防
策
は
あ

る
の
か
。

　
　

国
保
の
被
保
険
者
数
は
昨
年
の

５
，１
０
０
人
か
ら
４
，９
０
０
人
台
に

な
っ
て
来
て
い
る
。こ
れ
は
後
期
高
齢
者

へ
の
移
行
や
死
亡・転
出
が
原
因
で
、医

療
費
が
伸
び
て
い
る
の
は
社
保
離
脱
や

高
度
医
療
の
影
響
が
あ
り
、被
保
険
者

数
は
減
少
し
て
い
る
の
に
医
療
費
は
増

加
し
て
い
る
。休
日
が
増
え
る
と
外
来

件
数
は
減
少
す
る
が
、入
院
に
つ
い
て
は

上
が
る
傾
向
に
あ
る
。医
療
費
抑
制
の

た
め
特
定
健
康
診
査
の
普
及
啓
発
に
努

め
て
い
る
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
４
月
に
全
校
生
徒
に
配

布
す
る
予
定
で
あ
り
、教
科
の
中
で
も
教

え
て
い
き
た
い
。ま
た
、保
護
者
主
体
の

研
修
も
充
実
し
た
い
。

　
　
駅
周
辺
整
備
で
の
駐
輪
場
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
、新
し
く
す
る
と
今
後

は
有
料
に
す
る
の
か
。

　
　
駐
輪
場
は
駅
周
辺
整
備
と
し
て
駅

の
東
西
に
屋
根
付
の
も
の
を
平
成
34
年

度
に
建
て
替
え
る
予
定
で
、有
料
に
は
し

た
く
な
い
。

　
　
通
学
路
カ
ラ
ー
舗
装
２
２
０
万
円

は
、ど
こ
を
予
定
し
て
い
る
の
か
。カ

ラ
ー
舗
装
が
剥
が
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
る
の
で
、早
急
に
対
応
し
て
も
ら
い

た
い
。

　
　
通
学
路
カ
ラ
ー
舗
装
は
、学
校・教

育
課
と
協
議
し
な
が
ら
決
め
て
い
く
が
、

古
い
カ
ラ
ー
舗
装
が
剥
が
れ
て
い
る
と

こ
ろ
は
、現
地
を
確
認
し
な
が
ら
対
応
し

た
い
。

　
　

都
市
再
生
整
備
事
業
費
4
億

６
，６
５
０
万
円
の
内
訳
の
詳
細
を

教
え
て
も
ら
い
た
い
。土
地
購
入
費

２
，０
０
０
万
円
は
ど
こ
に
な
る
の
か
。
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今
号
か
ら
委
員
会
報
告
を
掲
載
し
ま

す
。　

・・各
委
員・傍
聴
議
員
か
ら
の

質
疑
、意
見
、要
望
。　  

・・執
行
部
か
ら

の
答
弁
。

　
　

防
災
士
育
成
支
援
事
業
補
助
金

は
、自
主
防
災
組
織
に
所
属
し
て
い
な

か
っ
た
り
、自
主
防
災
組
織
が
な
く
て
も

受
け
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
し
て
も

ら
い
た
い
。

　
　
防
災
士
育
成
支
援
事
業
は
、当
初

は
自
主
防
災
組
織
を
作
っ
て
い
る
本
町

に
と
っ
て
有
用
な
と
こ
ろ
の
み
と
し
て
い

た
が
、防
災
士
の
育
成
は
必
要
な
の
で
今

後
は
自
主
防
災
組
織
を
結
成
す
る
前
の

段
階
で
も
補
助
で
き
る
よ
う
に
検
討
し

た
い
。

　
　
都
市
再
生
整
備
事
業
費
の
業
務
委

託
料
の
う
ち
、駅
周
辺
開
発
整
備
検
討

会
を
ま
と
め
る
業
務
で
１
５
０
万
円
、合

田
邸
の
保
存
活
用
調
査
業
務
委
託
料
で

１
，０
０
０
万
円
、建
設
工
事
関
連
委
託

料
と
し
て
ホ
ー
ル
棟
の
実
施
設
計
委
託

料
で
１
，４
０
０
万
円
、開
発
設
計
業
務

委
託
料
に
２
２
０
万
円
、工
事
監
理
業

務
委
託
料
に
１
０
０
万
円
、跨
線
橋
の
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
工
事
監
理
業
務
委
託
料
に

２
０
０
万
円
、町
道
２
５
５
号
線
の
設
計

測
量
等
の
業
務
委
託
料
で
１
，６
０
０
万

円
、町
道
２
５
５
号
線
の
物
件
補
償
の

委
託
料
で
１
，２
０
０
万
円
、町
道
２
６
９

号
線
の
設
計
測
量
等
の
業
務
委
託
料
で

４
０
０
万
円
、新
庁
舎
の
Ｃ
Ｍ
業
務
委
託

で
実
施
設
計
を
含
ん
で
２
０
０
万
円
、そ

の
他
に
工
事
費
と
な
っ
て
い
る
。土
地
購

入
費
は
町
道
２
５
５
号
線
の
道
路
改
良

で
自
動
車
学
校
の
北
側
道
路
の
用
地
購

入
費
で
５
，３
８
０
万
円
も
そ
の
道
路
の

物
件
補
償
に
な
る
。

　
　
民
間
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
撤
去
支
援

事
業
１
６
０
万
円
は
何
箇
所
と
い
う
根

拠
が
あ
る
の
か
。
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医
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月 日 曜日

発
行
／
多
度
津
町
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
編
集
委
員
会

住
所
／
香
川
県
仲
多
度
郡
多
度
津
町
栄
町
一
丁
目
１
番
９１
号

多
度
津
町
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

議
会
だ
よ
りた
ど
つ

た
ど
つ

No. 12
令
和
元
年
6月
1日
発
行

多
度
津
町
議
会

６月議会は６月議会は

議会広報編集委員会のメンバーが新しくなりました

【お問合せ先】議会事務局　℡0877－３３－０７０１

発
行
責
任
者

村
井
　
　
勉

　

　
編
集
委
員
長

渡
辺 

美
喜
子

議

長

議
会
広
報
編
集
委
員
会

渡
辺
美
喜
子

隅
岡
　
美
子

志
村
　
忠
昭

中
野
　
一
郎

天
野
　
里
美

門
　
　
秀
俊

委
員
長

副
委
員
長

役場5階にて受付をお願いします。

　
令
和
元
年
に
な
り
、は
じ
め
て
の

議
会
だ
よ
り
で
す
。

　
今
号
か
ら
3
月
定
例
議
会
の一

般
質
問
だ
け
で
な
く
委
員
会
報
告

を
掲
載
し
ま
し
た
。

　
議
会
を
オ
ー
プ
ン
に
多
く
の
皆

様
に
知
っ
て
頂
く
こ
と
が
重
要
で

有
り
ま
す
。愛
読
し
て
頂
け
る
よ
う

努
力
い
た
し
ま
す
。

６月4日（火）午前9時から開催予定
※一般質問は６日（木）・７日（金）を予定して
いますが、質問者数により1日になることも
あります。詳しい日程等は議会事務局まで
お問い合わせください。

住所、氏名、年齢を傍聴人受付票に記入し、受付箱に投函して傍聴席にお入りください。
受付票（個票）を受付箱に投函することにより個人情報の保護に努めます。
議会の様子を傍聴してみませんか。

月 日 曜日 会議等
町議会議員選挙告示日

町議会議員選挙投票日

新人議員事前研修会

第1回臨時会

総務教育常任委員会

建設産業民生常任委員会

新庁舎建設特別委員会

議会運営委員会

29

3

8

20

25

26

5

7

12

18

26

月

火

火

木

火

月

火

火

日

金

水

1

2

議会運営委員会

定例会議案勉強会

タブレット講習会

定例会（提案説明）

定例会（一般質問）

総務教育常任委員会

定例会（議案審議）

新人議員研修会

2

3

議会を見にきませんか

議会の動き 1月～3月 

会議等
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